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現在も続くウクライナ戦争では 17 万 4000 平方キロメートル、実にウクライナの国土の 4 分の

1 以上で地雷の危険があると報告されている（2023 年 4 月時点）1。しかし、地雷、そしてその除

去が経済や社会に与える影響についてはつい最近まで分析がなされてこなかった。こうした知識

の不在を埋めるべく、本論文はモザンビークを事例に、地雷の除去が経済発展につながることを

実証している。 

モザンビークでは独立前後から内戦が繰り返され、地雷が大量にかつ広範に使われた。その結

果 1992 年の内戦終結後も多くの地雷が残り、戦後復興や難民の帰還にとり大きな問題となってい

た。そこで、各国援助機関およびモザンビーク政府は 1993 年から地雷除去プログラムを開始した。

当初は地雷に関する情報が限られておりプログラムは停滞したが、2000 年の地雷影響調査

（Landmine Impact Survey）により情報が明らかになると、地雷の除去が進み、政府は 2015 年に地

雷除去が完了したことを宣言した。著者らは 8436 件にのぼる地雷除去のデータを収集し、それが

経済復興にどのような影響を与えたのか分析している。その際、経済復興の指標として夜間光の

データを使用している（夜間光があれば 1、そうでなければ 0 の値をとる）。 

まず、差分の差分法を使い、地雷が除去された地区（Locality）とそうでない地区での夜間光の

変化を比較した場合、前者で 5%ポイント多く夜間光が増加したことが示されている。地雷除去以

前に目立った傾向はなく、「地雷があると疑われたが後に無いことが分かった」地区をプラセボ

としてみても有意な差は見られない。さらに、他の地区での地雷除去が間接的に経済復興につな

がったことも示されている。地雷を除去することにより、今まで利用できなかった道路や鉄道が

開通し、国内の市場に容易にアクセスすることが可能になる。こうした変化を Market Access Index

として指標化し分析したところ、夜間光と有意に相関していることが示されている。地雷の除去

がなされなかった場合と比べると、実に 36.3%夜間光が上昇したことになる。 

本論文は地雷除去の影響を定量的に分析した初の論文であり、地雷除去データの詳細さ、分析

の網羅性の点で、同時期に公刊された Prem, Purroy and Vargas［2025］2 を圧倒している。地雷が

経済だけでなく政治や社会にも広範な影響を与える可能性があることを考えれば、政治学や社会

学など隣接分野でも積極的に読まれるべき論文といえる。地雷除去が経済復興だけでなく内戦後

の政治や社会の変化にどのような影響を与えたのか、今後の研究を期待したい。 
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